
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

教
室
申
し
込
み
」と
記
入
し
同

館
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定
員

／
参
加
費

左
表
の
と
お
り

※
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

に
限
る
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん
。

●
申
し
込
み

２
月
８
日
昇
～
２３

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
来
館
か
郵
送
で
市
体

育
館（
〒

－

０
０
６
１
新
田
町

４４６

新
定
山

－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
２
月

日
昌

２３

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
講
座

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、

円
８０

参加費定員対象開始時間期間曜日教室名
３５００円

各
３０人

小学生（初心者）午後６時Ａ金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

３０００円女性（初心者）午前１０時Ｂ
木

ソフトテニス
２３００円女性午後１時３０分

Ａ

シェイプアップ
３４００円

一般

午後３時火太極拳

各
２３００円

午前１０時金

健康体操
エンジョイ

エクササイズ

３５００円４５組１歳６か月～未
就園児とその親

親子からだあそび
とママエアロ

３６００円２５人
初心者

午後７時土ラージボール卓球

各
２３００円

３０人午前１０時３０分火エアロビクス

４５人６０歳以上午後１時３０分
木

みんなで一緒に
ウェルビクス

３２００円各
３０組

２歳～未就園児
とその親

①午前１０時
②午前１１時３０分Ｂふれあい

親子スクール
２８００円１００人小学４～６年生午前９時３０分

Ａ

土
陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３６００円５０人小学３～６年生午前１０時ジュニア
ソフトテニス

各
４０００円

７５人小学４～６年生
午後６時

水バスケットボール
３０人小学４～

中学３年生
木バレーボール

４２００円３５人午後５時土
バドミントン 各

４４００円各
４０人

高校生以上午後７時火
女性

午前１０時
水

３９００円
女性（初心者）

金卓球
３４００円２０人木インディアカ

各
５０００円

各
１０人中学生以上午後７時

水弓道
火アーチェリー

各
４２００円

各
２０人１８歳以上午後７時３０分Ｂ金

硬式テニス（初級）
硬式テニス（中級）

※いずれも、１人６００円のスポーツ保険代が別途必要。
※期間のＡは４～７月、Ｂは４～６月。
※定員に達しない教室は、３月４日晶午前９時から再受け付け。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉５
１
８
２
）

７５

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
１
期
）

の（
様
式
は
自
由
）を
持
っ
て
文
化

セ
ン
タ
ー
へ

※
申
請
書
は
同
セ
ン
タ
ー
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

〈
平
成

年
度
の
採
択
事
業
〉

２２

暫「
五
感
で
学
ぶ
安
城
地
元
学
」教

本
作
成（
安
城
市
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
企
画
人
）

暫「
災
害
時
要
援
護
者
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」出
前
講
座（
安
城
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

〈
安
城
市
民
憲
章
〉

わ
た
く
し
た
ち
は
、

＊
た
が
い
に
助
け
合
い
、
住
み
よ

い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

＊
き
ま
り
を
守
り
、
良
い
習
慣
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

＊
自
然
を
愛
し
、
き
れ
い
な
水
と

み
ど
り
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

＊
教
養
を
高
め
、
若
い
力
を
育
て

ま
し
ょ
う
。

＊
健
康
で
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
団
体

市
内
で
活
動
し
、

構
成
員
が
５
人
以
上（
市
内
在
住
・

在
勤
者
が
過
半
数
必
要
）い
る
団

体（
市
内
で
特
定
の
地
域
を
限
定

し
て
活
動
す
る
団
体
を
除
く
）

●
対
象
事
業

市
民
団
体
自
身
が

企
画
・
実
施
し
、
市
民
全
体
が
対

象
と
な
る
公
益
的
な
事
業
で
、
市

民
憲
章（
下
記
参
照
）に
該
当
す
る

も
の

※
ほ
か
の
補
助
金
・
助
成
金
な
ど

を
受
け
て
い
る
事
業
、
営
利
・

宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
す

る
事
業
、
町
内
会
や
子
ど
も
会

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

行
う
活
動
を
除
く
。

●
助
成
額

次
の
①
②
の
う
ち
で

少
な
い
ほ
う
の
額（
上
限

万
円
）

１０

①
事
業
に
必
要
な
経
費
の
２
分
の

１
②
事
業
に
必
要
な
経
費
か
ら
入
場

料
な
ど
の
収
入
を
引
い
た
額

●
そ
の
他

役
員
会
で
の
事
業
説

明
と
総
会
で
の
活
動
発
表（
採
択

事
業
の
み
）が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み

２
月
４
日
晶
～
３

月
４
日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
捷
を
除
く
）に
申
請
書
・
事
業
計

画
書
・
収
支
予
算
書
・
会
則
や
規

約
な
ど
団
体
の
概
要
が
わ
か
る
も

■問
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
５
１
５
）

７６

平
成

年
度
安
城
市
民
憲
章
活
動

２３

助
成
事
業
を
募
集

広報あんじょう 2011.2.1 霞

　
受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
最
優

秀
作
品
は
、
今
年
の
環
境
美
化
標

語
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

●
応
募
内
容
　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

防
止
、
犬
・
猫
の
ふ
ん
の
始
末
、

ご
み
拾
い
・
清
掃
な
ど
、
ま
ち
の

美
化
を
呼
び
か
け
る
も
の

●
賞
　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

６
点

●
申
し
込
み
　

２
月
　

日
捷（
当

２８

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
標
語
と

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
・
勤
務
先（
学
生
は
学

校
名
・
学
年
）を
持
参
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
清
掃
事

業
所（
〒
　－

１
１
５
５
堀
内
町

４４４

西
新
田
２
／
胃〈
　

〉１
３
１
８
／

７７

kankyo-hozen@
city.anjo.a

ichi.jp

）へ

※
応
募
は
１
人
１
句
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
。
応
募
作
品
の
著
作

権
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

環
境
美
化
標
語
を
募
集

　
市
の
食
育
推
進
部
会
が
食
育
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
を
結
成
。「
食
」に
つ

い
て
、
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
２
月
　
日
松
午
後
１
時

１９

～
３
時

●
と
こ
ろ
　
ア
ピ
タ
安
城
南
店

●
内
容
　「
朝
ご
は
ん
は
お
ま
か

せ
！
か
ん
た
ん
栄
養
ふ
り
か
け
」

の
配
布
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
メ
タ
ボ
・

血
管
年
齢
を
は
か
ろ
う（
測
定
器

を
使
い
ま
す
）」、大
型
紙
芝
居「
グ

ル
メ
わ
ん
ぱ
く
だ
ん
デ
リ
シ
ャ
ー

ス
」（
ポ
ン
菓
子
付
き
）な
ど

■問 
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

●
雇
用
期
間
　

４
月
１
日
晶

～
来
年
３
月
　

日
松

３１

●
募
集
人
数
　

１
人

●
応
募
資
格
　

昭
和
　

年
４

４５

月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
　
点
以
上
の
英

７７０

語
力
が
あ
る
人

●
勤
務
内
容
　

同
協
会
の
事

務
、
事
業
運
営

●
勤
務
日
時
　

原
則
週
５
日

午
前
８
時
　

分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
時
間
は
応
相
談
）

１５●
賃
金
　

時
給
１
１
５
０
円
、

通
勤
割
増
１
日
　

円
２００

●
選
考
　

３
月
　

日
松（
面

１２

接
・
適
正
検
査
）

●
申
し
込
み
　

２
月
　

日
昭

１７

～
３
月
３
日
昭
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
松
掌
を
除
く
）に
、

写
真
を
添
付
し
た
申
込
書
を

持
参
か
郵
送（
必
着
）で
市
民

活
動
課（
〒
　－

８
５
０
１

４４６

住
所
記
載
不
要
）へ

※
申
込
書
は
、
同
課
、
同
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
活
動

課（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

●
職
種
／
定
員
／
対
象
　

左
表
の

と
お
り

●
採
用
日
　
４
月
１
日
晶

●
勤
務
日
時
　
原
則
昇
～
松
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

●
選
考
　
１
次
試
験
糸
２
月
　
日
１７

昭（
筆
記
）　
２
次
試
験
糸
３
月
　１０

日
昭（
作
文
・
面
接
）

●
給
与
　

初
任
給
大
卒
の
例
糸
　１８

万
５
９
７
６
円（
昨
年
４
月
１
日

現
在
）、諸
手
当
あ
り

※
職
務
経
験
を
有
す
る
人
は
、
前

歴
を
考
慮
し
ま
す
。

●
提
出
書
類
　

受
験
申
込
書
、
資

格
を
証
す
る
書
類
の
写
し（
保
健

師
ま
た
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
証
、

も
し
く
は
保
健
師
取
得
見
込
み
証

明
書
ま
た
は
介
護
福
祉
士
取
得
見

込
み
証
明
書
）

●
申
し
込
み
　

２
月
１
日
昇
～
　１０

日
昭（
必
着
）午
前
９
時
～
午
後
５

時（
掌
捷
を
除
く
）に
、
提
出
書
類

を
持
参
か
郵
送
で
市
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
課（
〒
　－

０
０
４
６

４４６

赤
松
町
大
北
　－

４
）へ

７８

※
郵
送
の
場
合
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入
る
、
　１２０

円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
。

※
受
験
申
込
書
は
、
同
課
、
同
協

議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を
募
集

■問 
▼
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

（
緯〈
　
〉２
９
４
１
）

７７

食
の
ྗ
を
知
Δ
・
ָ
͠
Ή

食
育
イ
ベ
ン
ト

広報あんじょう　2011.2.1蚊

対象定員職種

保健師の資格を有す
る人または３月末ま
でに取得見込みの人昭和４５年

４月２日
以降生ま
れの人

１人
程度一般職

介護福祉士の資格を
有する人または３月
末までに取得見込み
の人

１人
程度一般職



し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
次
に
該
当
す
る
車
両
は
、
申
請

す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
の
全
額

が
減
免
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
５
月
　

日
昇
ま
で
の

２４

午
前
８
時
　

分
～
午
後
５
時
　

分

３０

１５

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
そ
れ
ぞ
れ

し
て
現
在
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、

手
続
き
を
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も

税
金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
市

外
か
ら
転
入
し
た
場
合
も
手
続
き

が
必
要
で
す
。
３
月
末
ま
で
に
表

１
の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
３
月
下
旬
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
な
ど
事
前
に
問

い
合
わ
せ
を
し
、
早
め
に
手
続
き

名
義
・
住
所
変
更
・
廃
車
の

手
続
き

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
１
年

分
を
課
税
し
ま
す
（
月
割
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
２
日
以
降
に

廃
車
す
る
な
ど
し
て
も
、
全
額
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。車
を

他
人
に
譲
っ
た
り
、
廃
棄
し
た
り

必
要
書
類
を
持
っ
て
市
民
税
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
障
害
者
が
所
有
す
る
車
両
　
一

定
の
障
害
以
上
の
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
者
が
所
有
・
使
用
す
る

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
で
、
障
害
者

一
人
に
つ
き
一
台
　

必
要
な
も
の

糸
表
２
の
と
お
り

※
障
害
内
容
に
よ
り
減
免
に
な
ら

な
い
場
合
や
家
族
運
転
で
も
対

象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

普
通
自
動
車
税
の
減
免
や
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
利
用
券
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
は
減
免
で

き
ま
せ
ん
。

●
公
益
の
た
め
所
有
す
る
車
両
　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
社
会
福
祉

事
業
を
す
る
た
め
所
有
し
て
い
る

軽
自
動
車
な
ど
　
必
要
な
も
の
糸

印
鑑
、
車
検
証
、
社
会
福
祉
法
人

の
定
款
な
ど

●
構
造
車
両
　

車
い
す
移
動
車
な

ど
、
身
体
障
害
者
利
用
の
た
め
構

造
を
改
造
し
て
、
乗
降
用
ス
ロ
ー

プ
や
固
定
装
置
が
装
備
し
て
あ
る

軽
自
動
車
な
ど
、
消
防
車
　

必
要

な
も
の
糸
印
鑑
、
車
検
証
、
車
両

や
写
真
な
ど
構
造
の
わ
か
る
も
の

■問 
▼
市
民
税
課

（
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表１　主な軽自動車の年税額・ナンバー・手続き先

手続き先ナンバー年税額車種・区分

市民税課、南部・桜井支所、
北部出張所安城市

１０００円５０㏄以下
二輪

原動機付自転車
１２００円５０㏄超９０㏄以下
１６００円９０㏄超１２５㏄以下
２５００円三輪以上（ミニカー）２０㏄超５０㏄以下
１６００円農耕作業用のもの（トラクターなど）

小型特殊自動車
４７００円その他のもの（フォークリフトなど）

愛知県軽自動車協会三河分室
（岡崎市江口町３－５－２／緯

０５６４〈５３〉５３５１）
１三河２４００円１２５㏄ 超２５０㏄ 以下（側車付

き・トレーラーを含む）二輪軽二輪車

軽自動車検査協会愛知主管事
務所三河支所（岡崎市江口町３
－５－１／緯０５６４〈５３〉５１４４）

三河

３１００円

６６０㏄以下

三輪

軽自動車
３０００円貨物営業用

四輪 ４０００円貨物自家用
７２００円乗用自家用

愛知運輸支局西三河自動車検
査登録事務所（豊田市若林西町
西葉山４６／緯０５０〈５５４０〉２０４７）

４０００円２５０㏄超二輪の小型自動車

表２　障害者が所有する車両の減免
申請に必要なもの

①認め印・車検証・運転免許証
②身体障害者手帳、戦傷病者手
帳のいずれか１つ

障害者本人

①認め印・車検証・運転免許証
②身体障害者手帳、戦傷病者手
帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳のいずれか１つ

障害者と同一世
帯の家族

①認め印・車検証・運転免許
証・生計同一証明書
②身体障害者手帳、戦傷病者手
帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳のいずれか１つ

障害者と同一世
帯でない家族

①認め印・車検証・運転免許
証・常時介護証明書
②身体障害者手帳、戦傷病者手
帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳のいずれか１つ

常時介護する人
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「
人
口
問
題
に
つ
い
て
」

考
え
る

　
昨
年
、
名
古
屋
市
で「
Ｃ
Ｏ

Ｐ
　
」が
開
催
さ
れ
、
成
功
裏

１０
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、
そ
の

折
に
も「
環
境
問
題
の
根
底
に

あ
る
人
口
問
題
を
議
論
す
べ
き
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を

報
じ
て
い
ま
し
た
。

　
人
口
爆
発
に
よ
り
、
食
糧
、

住
宅
、
水
、
雇
用
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
不
足
が
生
じ
、
そ
の
結
果

と
し
て
貧
困
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
日
本
経
済
新
聞
で
は

こ
う
報
じ
て
い
ま
し
た
。『
日
本

で
は
、「
高
齢
者
の
　
％
は
三
大

６３

都
市
圏
が
占
め
た
」「
都
市
の
高

齢
化
が
地
方
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
進
ん
で
い
る
」そ
し
て
、「
今

か
ら
　
年
後
に
は
、
高
齢
者
の

２５

半
分
以
上
が
三
大
都
市
圏
に
住

む
時
代
が
来
る
」。「
老
い
る
都

市
」は
、
日
本
の
経
済
成
長
の

制
約
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
方
か

ら
出
て
き
た
世
代
が
高
齢
化
し

て
い
る
た
め
で
、
既
に
高
齢
者

が
人
口
の
半
分
を
超
え
る「
限

界
集
落
」は
東
京
都
の
各
区
に

も
広
が
っ
て
い
る
。
高
齢
化
の

表
舞
台
が
地
方
か
ら
大
都
市
に

移
る
』

【
本
市
の
人
口
…
昨
年
１
月
に

　
万
人
を
突
破
し
、
　
歳
以
上

１８

６５

の
高
齢
者
比
率
は
昨
年
　
月
末

１２

日
現
在
で
　
・
　
％
。（
国
の
高

１６

２５

齢
者
比
率
は
２
０
１
０
年
に
は

　
％
を
超
え
た
と
推
計
）】

２３　
世
界
最
大
の
人
口
を
擁
す
る

中
国
で
も
人
口
問
題
は
深
刻
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
一
人
っ
子
政

策
」は
人
口
急
増
の
抑
制
に
効

果
は
上
が
っ
た
が
、
人
口
の
高

齢
化
は
急
速
に
進
む

一
方
で
、
老
い
た
親

の
面
倒
を
見
る
子
ど

も
の
数
は
減
少
し
て

い
る
な
ど
の
課
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　
中
国
の
古
く
か
ら

の
慣
用
語
で
、
こ
と

わ
ざ
に
も
な
っ
て
い

る「
養
児
防
老
」（
子

ど
も
が
親
の
面
倒
を

見
る
も
の
）そ
し
て
、

「
姜
是
老
的
辣
」（
生

姜
は
ひ
ね
た
の
が
辛

い
＝
亀
の
甲
よ
り
年

の
功
）。こ
う
し
た
、

古
く
か
ら
い
わ
れ
て

い
る
老
人
の
知
恵
や

経
験
を
尊
重
し
、
大

切
に
し
た
い
も
の
で

す
。

　
人
口
問
題
は
国
の
政
策
と
し

て
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
環
境
問
題
と
も
い

え
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
に
頼

る
所
も
大
き
く
、
難
し
く
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
世
界
全
体
で

考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
副
市
長

　
永
田
　
進
　ＪＪＲ安城駅周辺市街ＪＲ安城駅周辺市街地地
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